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一般質問� ここが聞きたい　ずばり村政を問う！

休校中の子どもたちのケアは
笠野議員 
3月初めから5月末といえば、卒業・進級・進学
と一番大事な時期であり、心の準備も出来ないまま
休校に入った。友達に会えないストレスを抱えた
まま新学期が始まり、またクラスメイト・担任の
先生など分からないことが多い環境で精神的に
不安定になっていた。テレビ・新聞で新型コロナ
ウイルスのことを
聞かされ、不安を
抱えての休校期間
中、学校としてど
のようなケアをし
ていたのか。

先生が家庭訪問で対応した
教 育 長 

心配された心のケアは長引く臨時休業で、学校に
脚が向かなくなるのではとの心配があった。学校
からは登校日ごとに欠席理由を付け、出席状況の
報告を受け、当初見られた「コロナウイルス感染が
心配」という理由も徐々に減ってきている。不登校
傾向と判断される子どもたちは先生方が家庭訪問
等で対応している。特に心のケアが必要と判断され
た場合は関係機関と連携して心のケアに努める。

子ども公園、その後どうなっているのか
笠野議員 
若い世代が子育てしやすい環境整備が必要だと

考え昨年の 6月定例会で、村の遊休地・施設を
活用した子ども公園・広場の整備を提案した。
これを受け村長は「子どもたちが安心安全で

遊べる場所をあそ望の郷の一角で」と答弁。また、
「本村にふさわしい公園は何か、位置、周辺環境
など勘案したい」とも答弁していたが、その後
どうなっているのか。

安心して遊べる場所を計画どおり進める
村　　長 

子育て支援センターの「わくわく広場」を
旧久木野庁舎に移設し、また、あそ望の郷の一角
に子どもたちが安心して遊べる場所の確保について
は、計画どおりに進める。今後は、子育て世代
や転入を検討している方々に
対し、親子で体験できる場所の
紹介、自然の中で伸び伸びと
過ごせる空間や場所、自然を
生かすことがふさわしい公園の
姿だと考えている。

その他の質問
8 月 8 日に豊肥線が開通するが、立野駅まで

の通学手段はどのように考えているか。

笠野 眞喜議員

コロナ対策を行った学校現場
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